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波長より短いスリット周期を持つメタルスリットアレイ(MSA)は，条件を選べば誘電体的な性

質を示すことが知られている[1]．我々は，このスリットアレイの積層構造の光学的性質を調べ[2]，

テラヘルツ帯の光学素子に利用することを検討している[3]．本研究では，エアギャップ層をMSA

で挟んだ構造における Fabry-Perot的な光学共鳴モードの振舞いについて，FDTDシミュレーショ

ンを用いて調べた[4]． 

図１(a)は上下スリットの位置を半周期ずらした 2 段 MSA に対して下から光を入射し，透過ス

ペクトルのエアギャップ幅 s依存性を計算した結果である．これを見ると，s = 0において透過光

がなくなるのは，奇数次モード（D1, D3）が偶数次モード（D0, D2）に急接近し，合体した後に消

失することによることがわかる． 

このようなモードの振舞いを理解するため，図１(b)に色々なエアギャップ幅における D0モード

と D1モードの磁場分布を示す．D1モードは s = 200 mでは上下のスリットに分かれて閉じ込め

られているが，s = 10 mでは分布の腹がギャップ層側に近づきMSA単層に対する半波長共鳴か

ら 1/4波長共鳴に変化し，D0モードの共鳴周波数に近づく．さらに s = 2 µmでは単層の 1/4波長

共鳴として D1と D0モードの共鳴周波数はほぼ一致し，上の出口側スリットでは二つのモードは

逆位相であるために destructive な干渉を起こし，s = 0 でモードは完全に消える．以上のように

MSAの基本的な光学共鳴モードの性質を理解することは，応用の観点からも重要である． 

 

図１．透過スペクトルのエアギャップ幅依存性とモードの磁場分布 
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